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11. 最新基礎科学 知っておきたい 二酸化炭素の経皮吸収による悪性腫瘍の抗腫瘍効果，秋末敏宏，河本旭哉, 原仁美, 深瀬直政, 上羽岳志, 

酒井良忠，臨床整形外科，51 巻 7 号，644-646，2016 
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(2187-8420)28 巻 1 号 Page16-24，2017 
 

17. 基礎研究がリハビリテーション医療を変える 組織修復、創傷治癒，酒井良忠，Journal of Clinical Rehabilitation (0918-5259)27 巻 6 号 
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20. がん診療×整形外科「がんロコモ」 その痛み,がんの痛みですか? がん診療に運動器マネジメントが欠かせない理由，酒井良忠，臨床整

形外科 (0557-0433)54 巻 10 号 Page1011-1015，2019 
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1. 高齢者における肩腱板断裂を伴う外傷性肩関節前方脱臼，酒井良忠，藤田健司，坂井宏成，水野耕作，岩崎安伸，第 90 回中部日本整形外

科災害外科学会，1998 
 
2. 関節軟骨の変性と再生機序 再生医療は可能か? 関節軟骨の変性を制御する因子，黒田良祐，林申也，石田一成，西山隆之，三浦靖史，

橋本慎吾，酒井良忠，黒坂昌弘，第 51 回日本リウマチ学会総会・学術集会，2007 
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松原伸晃，中村直樹，角谷賢一朗，清田尚臣，南博信，第 14 回臨床腫瘍学会学術集会，2016 
 

9. 脊椎転移に対する集学的治療の予後改善効果，角谷賢一朗，酒井良忠，前野耕一郎，高田徹，由留部崇，宮崎真吾，寺嶋良樹，伊藤雅明，

垣内裕司，江島泰生，原仁美，秋末敏宏，黒坂昌弘，西田康太郎，第 45 回日本脊椎脊髄病学会学術集会，2016 
 

10. 当院における転移患者に対するリハビリテーション介入因子，酒井良忠，角谷賢一朗，原仁美，河本旭哉，西田康太郎，秋末敏宏，第 49
回日本整形外科学会・骨・軟部腫瘍学術集会，2016 

 
11. 骨転移症例のリハビリ・緩和・在宅 当院における骨転移患者に対するリハビリテーション介入因子，酒井良忠，角谷賢一朗，原仁美，河

本旭哉，西田康太郎，秋末敏宏，第 49 回日本整形外科学会・骨・軟部腫瘍学術集会，2016 
 

12. 脊椎転移に対する手術療法の効果，角谷賢一朗，酒井良忠，前野耕一郎，高田徹，由留部崇，河本旭哉，原仁美，秋末敏宏，西田康太郎，

黒坂昌弘，第 49 回日本整形外科学会・骨・軟部腫瘍学術集会，2016 
 

13. 脊椎転移に対する保存的治療と外科的治療 脊椎転移に対する手術療法の効果，角谷賢一朗，酒井良忠，前野耕一郎，高田徹，由留部崇，

河本旭哉，原仁美，秋末敏宏，西田康太郎，黒坂昌弘，第 49 回日本整形外科学会・骨・軟部腫瘍学術集会，2016 
 

14. 本邦における脊椎転移患者の治療にかかる院内連携の現状の検討 -骨転移キャンサーボードが与える影響について，酒井良忠，秋末敏宏，

松原伸晃，中村直樹，角谷賢一朗，清田尚臣，南博信，第 14 回臨床腫瘍学会学術集会，2016 
 

15. 進行がんにおけるリハビリテーションとチーム医療 進行がん患者の身体活動を支えるリハビリテーション 理学療法とチームアプロー

チ，井上順一朗，牧浦大祐, 柏美由紀, 小野玲, 三浦靖史, 酒井良忠, 佐浦隆一，第 54 回日本リハビリテーション医学会学術集会，2017 
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（シンポジウム） 
16. 緩和医療における運動器管理 がんリハビリテーションと運動器集学的治療の必要性，酒井良忠，第 22 回緩和医療学会，2017 

 
17. 骨転移治療の現状 骨転移キャンサーボードとがんリハビリテーションが与える影響，酒井良忠，角谷賢一郎，秋末敏弘，第 54 回日本リ

ハビリテーション医学会学術集会，2017 
 

18. 骨転移ライブカンファレンス 骨転移診療における転移性骨腫瘍ボード(Bone Metastasis Board)と理学療法士の役割，井上順一朗，牧浦 

大祐，酒井良忠，第 54 回日本リハビリテーション医学会学術集会，2017 
 

19. 緩和ケアとがんロコモ～がん治療における運動器診療との連携～ がんロコモにおけるリハビリテーション治療の役割，酒井良忠，第 23
回日本緩和医療学会，2018 

 
20. 緩和ケアとがんロコモ～がん治療における運動器診療との連携～ がんロコモにおけるリハビリテーションの役割と多職種連携，井上 

順一朗，牧浦大祐，酒井良忠，第 23 回日本緩和医療学会，2018 
 

21. 脊椎転移の在宅復帰におけるリハビリテーションの役割，牧浦大祐, 井上順一朗, 斎藤貴, 酒井良忠，第 51 回日本整形外科学会骨・軟部

腫瘍学術集会，2018 
 

22. 骨転移癌の治療選択-キャンサーボードの運用について- 脊椎転移に対する集学的治療は予後を延長させる，角谷賢一朗, 酒井良忠, 由留

部崇, 高田徹, 張鐘穎, 宮崎真吾, 垣内裕司, 武岡由樹, 神田祐太郎, 辻本龍, 黒田良祐, 西田康太郎，第 44 回日本外科系連合学会学術集会，

2019 
 

23. 関節リウマチ診療におけるトータルマネージメントの意義と重要性 関節リウマチ患者のトータルマネージメントの将来 リハビリテー

ション科のリウマチセンターへの参画，酒井良忠, 福田康治, 西本華子, 林申也, 三浦靖史, 森信暁雄, 黒田良祐，第 92 回日本整形外科学

会学術総会，2019 
 

24. 進行がんにおけるがんロコモへの対応 がんリハビリテーション治療とがんロコモ，酒井良忠，第 24 回 日本緩和医療学会学術大会，2019 
 

25. 地域・外来がんリハビリテーション診療エビデンス&プラクティス 化学療法・放射線療法中・後のがんリハビリテーション診療の意義，

井上順一朗, 牧浦大祐, 柏美由紀, 斎藤貴, 酒井良忠，第 56 回日本リハビリテーション医学会学術集会，2019 
 

26. がんロコモの意義-整形外科ががん診療にどう関わるか- がんロコモで変化する整形外科の存在意義 がん診療実態調査から見えたこと，

森岡秀夫, 河野博隆, 高木辰哉, 緒方直史, 阿部哲士, 岩瀬哲, 酒井良忠, 大島和也, 大江隆史, 中村耕三, 松本守雄，第 93 回日本整形外科

学会学術総会，2020 
 

27. ここまで進んだ骨転移診療の連携-関連領域の現状と課題- リハビリテーション治療と骨転移診療 日本リハビリテーション医学会での

取り組みを中心に，酒井良忠，第 93 回日本整形外科学会学術総会，2020 
 

28. ここまで進んだ骨転移診療の連携-関連領域の現状と課題- 緩和ケアと骨転移診療 緩和医療学会での取り組みを中心に，高木辰哉, 河野 
博隆, 森岡秀夫, 酒井良忠, 大島和也, 阿部哲士, 岩瀬哲, 緒方直史, 大江隆史, 金子和夫, 中村耕三，第 93 回日本整形外科学会学術総会，

2020 
 

29. 食道がんのリハビリテーション診療エビデンス&プラクティス 高齢食道がん患者に対するリハビリテーション治療，牧浦大祐, 井上順一

朗, 小野玲, 中村哲, 酒井良忠，第 57 回日本リハビリテーション医学会学術集会，2020 
 

30. 転移性骨腫瘍の治療戦略 脊椎転移手術の術後創離開に関する傾向と対策，角谷賢一朗, 張鐘穎, 由留部崇, 垣内裕司, 酒井良忠, 黒田良

祐，第 135 回中部日本整形・災害外科学会学術集会，2020 
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（シンポジウム） 
31. 骨転移の痛みのマネジメント 脊椎転移に対する経皮的椎体形成術の適応について考える，岡田卓也, 佐々木康二, 角谷賢一朗, 宮脇大輔, 

酒井良忠, 坂下明大, 今村善宣, 山口雅人, 杉本幸司, 村上卓道，第 25 回日本緩和医療学会学術大会，2020 
 

32. がんロコモ緩和ケアとがんロコモ，原仁美, 酒井良忠, 河本旭哉, 竹森俊幸, 秋末敏宏, 黒田良祐，第 25 回日本緩和医療学会学術大会，2020 
 

33. がん患者における周術期リハビリテーションの現状 当院におけるがん患者の周術期リハビリテーション治療の現状 食道がん、肺がん

を中心に，酒井良忠, 松本健, 今村愛生, 大西宏和，第 45 回日本外科系連合学会学術集会，2020 
 

34. 各疾患別リハビリテーションのエビデンスの現状と今後の課題-学術活動の重要性を再考する- がん領域のリハビリテーション医療のエ

ビデンスと今後の課題，井上順一朗, 酒井良忠, 佐浦隆一，第 30 回日本呼吸ケア・リハビリテーション学会学術集会，2021 
 

35. 運動器に対する生体力学的・物理学的治療手段の発展と開発 ハイドロジェルを用いた炭酸ガス経皮吸収治療，酒井良忠，第 94 回日本整

形外科学会学術総会，2021 
 

36. がんロコモの現状と課題，高木辰哉, 窪田大介, 石島旨章, 河野博隆, 森岡秀夫, 阿部哲士, 岩瀬哲, 緒方直史, 酒井良忠, 大島和也, 大江 
隆史, 中村耕三, 第 94 回日本整形外科学会学術総会，2021 

 
37. がんロコモの現状と課題 脊椎転移に対する集学的治療の効果と限界，角谷賢一朗, 張鐘穎, 由留部崇, 山本潤哉, 垣内裕司, 河本旭哉, 酒

井良忠, 高田徹, 黒田良祐，第 94 回日本整形外科学会学術総会，2021 
 

38. 脊椎転移に対する最新の治療戦略 脊椎転移に対する集学的治療の効果と限界，角谷賢一朗, 酒井良忠, 張鍾穎, 由留部崇, 垣内裕司, 神
田裕太郎, 辻本龍, 宮崎邦彦, 大西洋輝, 宮崎真吾, 高田徹, 黒田良祐，第 94 回日本整形外科学会学術総会，2021 

 
39. 費用対効果の観点から将来の整形外科診療について考える 費用対効用から見た脊椎転移に対する手術加療の効果と課題，角谷賢一朗, 宮

崎真吾, 酒井良忠, 張鍾穎, 由留部崇, 垣内裕司, 神田裕太郎, 辻本龍, 宮崎邦彦, 大西洋輝, 高田徹, 黒田良祐，第 94 回日本整形外科学会

学術総会，2021 
 

40. がんロコモ時代における骨折治療の重要性 がん診療における運動器マネジメントの重要性 酒井良忠 第 95 回日本整形外科学会学術

集会（2022.5.19-22 神戸） 
 

41. ロコモティブシンドローム研究アップデート がんロコモの実際と今後の課題 Onco-orthopaedics という新領域 河野 博隆, 大江 隆史, 
森岡 秀夫, 高木 辰哉, 阿部 哲士, 緒方 直史, 岩瀬 哲, 酒井良忠, 篠田 裕介, 大島 和也, 古矢 丈雄, 今西 淳悟, 平畑 昌宏, 中村 耕三 

第 96 回日本整形外科学会学術集会（2023.5 横浜） 
 

42. 高齢関節リウマチの身体機能障害を多角的視点から理解する 高齢 RA のリハビリテーションについて 酒井良忠 第 32 回日本リウマチ

学会近畿支部学術集会 2023 年 8 月 26～27 日（奈良）第 32 回日本リウマチ学会近畿支部学術集会 2023 年 8 月 26～27 日（奈良） 
 

43. 多発性骨髄腫患者の障害像とリハビリテーション診療（演者）酒井良忠 第 61 回日本リハビリテーション医学会学術集会 2024 年 6 月

16 日（東京） 
 

44. がんのリハビリテーション診療とがんロコモ 酒井良忠 第 76 回兵庫県医師会医学会 シンポジウム 地域で支える社会復帰・日常復帰 

神戸 2024.10.20 
 

45. 運動器 SaMD の今後の発展 歩行分析におけるプログラム医療機器の現状と未来 第 51 回臨床バイオメカニクス学会 大阪 2024.11  
 

46 健康日本 21（第 3 次）の課題に対する日本整形外科学会の取り組み ロコモティブシンドロームが各種疾患に与える影響とリハビリテーシ

ョン治療 酒井良忠 第 98 回日本整形外科学会学術総会 東京 2025.5 
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（パネルディスカッション） 
1. 高齢者骨折の予防と治療，酒井良忠，第 14 回近畿骨粗鬆症研究会，大阪 2008 

 
2. 本邦における脊椎転移患者の治療にかかる院内連携の現状の検討-骨転移キャンサーボードが与える影響について-，酒井良忠，第 14 回日

本臨床腫瘍学会学術集会，神戸 2016 
 

3. 病理の視座からゴール設定する最新の運動器リハビリテーション治療 酒井良忠 関節リウマチの分子メカニズムとリハビリテーション

治療 第 97 回日本整形外科学会学術総会 福岡 2024.5 
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（番号，演題名，発表者（共同発表者を含む），学会名，発行年の順に記入してください。） 
（特別講演） 
1. 関節リウマチのリハビリテーションと装具療法，酒井良忠，第 4 回神戸西リウマチ性疾患連携の会，2010 
 
2. 関節リウマチの診断と治療～新分類基準と T2T～，酒井良忠，第 4 回高砂医師会生涯教育研修会，2013 
 
3. 転移性骨腫瘍のマネジメント―安静度,装具,リハビリテーション―，酒井良忠，第 53 回 Junior Radiation Oncologist Group，2013 
 
4. 関節リウマチ治療の Update―トシリズマブによるＴ２Ｔの実践，酒井良忠，ＲＡ病診連携研修会 
 
5. 骨粗鬆症の薬物治療と骨代謝マーカー，酒井良忠，東灘区・灘区 骨粗鬆症セミナー，2013 
 
6. 関節リウマチ患者の手指変形における装具療法の経験，酒井良忠，第 9 回 神戸西リウマチ性疾患連携の会，2013 
 
7. 骨粗鬆症性骨折患者におけるリハビリテーション，酒井良忠，第 12 回 東播整形外科医会学術講演会，2013 
 
8. 関節リウマチの装具療法のエビデンス，酒井良忠，第 20 回日本ＲＡのリハビリ研究会，2013 
 
9. 関節リウマチの新分類基準と治療目標，酒井良忠，垂水区医師会学術講演会，2013 
 
10. 関節リウマチのリハビリテーションと装具療法，酒井良忠，第 2 回兵庫県リウマチ財団登録医の会，2013 

 
11. 関節リウマチのリハビリテーション，酒井良忠，第 58 回日本リウマチ学会学術集会，2014 

 
12. 運動療法の原理・指導法と禁忌，酒井良忠，運動器リハビリテーションセラピスト研修会，2014 
 
13. 骨粗鬆症の診断と治療-最新のガイドラインから，酒井良忠，RA 病診連携研修会，2014 

 
14. 骨粗鬆症の診断と治療-治療薬の使い分けと骨代謝マーカー，酒井良忠，姫路市整形外科医会学術講演会，2014 
 
15. 関節リウマチの診断と治療、リハビリテーション，酒井良忠，２回北播磨運動器疾患研究会，2014 
 
16. 関節リウマチのリハビリテーション，酒井良忠，第１２回兵庫県整形リウマチの会，2015 
 
17. 骨粗鬆症の薬物治療と骨代謝マーカー，酒井良忠，大正富山メディカルシンポジウム，2015 
 
18. 関節リウマチ診断と治療，酒井良忠，三田地区痛みの治療セミナー，2015 
 
19. 炭酸ガス治療と期待と未来，酒井良忠，第 20 回茨木市整形外科医会，2015 
 
20. がんのリハビリテーションの現況とエビデンス，酒井良忠，第 55 回近畿理学療法学術集会，2015 
 
21. 整形・リハビリ領域の炭酸ガス治療研究の経過と現状，酒井良忠，第 1 回炭酸ガス治療研究会学術集会，2015 
 
22. 炭酸ガス治療の期待と未来，酒井良忠，第 5 回播磨臨床整形外科研究会，酒井良忠，2016 
 
23. プライマリーケアで診る関節リウマチの診断と治療，酒井良忠，長田区医師会学術講演会，2016 
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（特別講演） 
24. 骨転移のリハビリテーション，酒井良忠，第 53 回日本リハビリテーション医学会学術集会，2016 
 
25. 運動療法の原理・指導法と禁忌，酒井良忠，運動器リハビリテーションセラピスト研修会，2016 
 
26. がんリハビリテーションの現況とエビデンス，酒井良忠，日本リハビリテーション医学会専門医・認定臨床医生涯教育研修会〈近畿地方

会〉，2016 
 
27. 骨粗鬆症性骨折のリハビリテーション，酒井良忠，第 280 回播但地区整形外科集談会，2016 

 
28. 転移性骨腫瘍患者に対するリハビリテーション～多種連携の実際～，酒井良忠，日本理学療法士学会「がん理学療法部門」主催研修会，

2016 
 

29. 骨粗鬆症に関する最新の薬物治療について，酒井良忠，関西医療薬学研究会，2016 
 
30. 関節リウマチの診断と治療とリハビリテーション，酒井良忠，第 17 回神丹栗研究会，2017 

 
31. 骨転移治療の現状―臨床腫瘍学会アンケート結果から―，酒井良忠，JKT がんリハビリテーションフォーラム，2017 
 
32. がんのリハビリテーションの現状とエビデンス，酒井良忠，第 24 回整形外科アップデートセミナー，2017 

 
33. 関節リウマチのリハビリテーションと装具治療，酒井良忠、第 2 回内科医・整形外科医の両立場から関節リウマチ治療を考える会，2017 

 
34. 関節リウマチの診断と治療とリハビリテーション，酒井良忠，第 9 回三田市整形外科医学術講演会，2017 

 
35. 歩行は健康の第一歩-ロコモティブシンドロームと健康予防-，酒井良忠，平成 29 年度神戸市民健康大学講座，2017 

 
36. 運動器疾患に対する薬物・装具治療，酒井良忠，第 21 回神丹栗研究会，2017 

 
37. 骨転移のリハビリテーション，酒井良忠，第 61 回日本リハビリテーション医学会近畿地方会生涯教育研修会，2017 

 
38. 関節リウマチのリハビリテーションと装具治療，酒井良忠，第 1 回日本リハビリテーション医学会秋季学術集会，2017 

 
39. がん患者の運動器管理とリハビリテーション，酒井良忠，日本運動器科学会平成 29 年度教育研修会，2018 

 
40. 骨転移のリハビリテーションと集学的治療，酒井良忠，第 7 回日本がんリハビリテーション研究会-がんリハビリテーションと QOL，2018 

 
41. 骨転移診療とリハビリテーション（画像のみかた、治療戦略、リスク管理），酒井良忠，がんリハビリテーション CAREER アドバンス研

修，2018 
 

42. 炭酸ガス治療の作用機序，酒井良忠，第一回炭酸ガス治療研究会運動器分科会，2018 
 

43. 関節リウマチのリハビリテーション，酒井良忠，神崎郡医師会講演会，2018 
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44. 関節リウマチのリハビリテーション，酒井良忠，第 8 回リウマチ治療懇話会，2018 

 
45. 膝関節スポーツ損傷，黒田良祐、酒井良忠、松下雄彦，第 55 回日本リハビリテーション医学会学術集会，2018 

 
46. 膝の障がいを運動機能から考えてみる 膝関節の障害，黒田良祐，松下雄彦，酒井良忠，第 56 回日本リハビリテーション医学会，2019 

 
47. 骨転移リハビリテーションのエビデンスとレビュー，酒井良忠，第 6 回東京骨転移フォーラム，2019 

 
48. いつまでも歩けるように ロコモティブシンドロームと骨粗鬆症，酒井良忠，2018 年後期 KOBE 健康くらぶ土曜健康科学セミナー，2019 

 
49. 運動器の怪我、病気とリハビリテーション，酒井良忠，神戸市市民福祉大学平成 30 年度医学講座，2019 

 
50. 骨転移治療における骨転移キャンサーボードの役割，酒井良忠，第 11 回名古屋結合組織腫瘍研究会フォーラム，2019 
 
51. 関節リウマチのリハビリテーションと装具治療，酒井良忠，加古川リウマチケアフォーラム，2019 

 
52. リウマチ性疾患におけるリハビリテーション治療，酒井良忠，第 63 回日本リウマチ学会総会・学術集会，2019 

 
53. がん診療拠点病院における整形外科 -その現状と課題 日本整形外科学会専門医研修施設におけるがん診療の現状 骨転移診療とがん

ロコモ，河野博隆, 阿部哲士, 岩瀬哲, 大江隆史, 大島和也, 緒方直史, 酒井良忠, 高木辰哉, 森岡秀夫, 中村耕三（ロコモチャレンジ!推進

協議会がんロコモワーキンググループ），第 92 回日本整形外科学会学術総会，2019 
 

54. 骨転移のリハビリテーション治療，酒井良忠，第 56 回日本リハビリテーション医学会学術集会，2019 
 

55. 社会復帰を目標とした造血幹細胞移植患者に対するリハビリテーション医療，井上順一朗, 牧浦大祐, 柏美由紀, 斎藤貴, 酒井良忠，第 56
回日本リハビリテーション医学会学術集会，2019 

 
56. RA 診療のおけるリハビリテーション治療，酒井良忠，リウマチの治療とケア教育研修会，2019 

 
57. がんロコモとは？，酒井良忠，日本リハビリテーション医学会専門医・認定臨床医生涯教育研修会近畿地方会，2019 

 
58. 関節リウマチのリハビリテーション治療と装具治療，酒井良忠，藤田医科大学リハビリテーション部門研修会，2019 

 
59. 関節リウマチの治療とリハビリテーション，酒井良忠，2019 年度リウマチ月間リウマチ講演会，2019 

 
60. がん，酒井良忠，総合力のつくリハビリテーション専門職研修会，2020 

 
61. 膝スポーツ損傷に対するリハビリテーション医療，黒田良祐, 松下雄彦, 酒井良忠，第 57 回日本リハビリテーション医学会学術集会，2020 

 
62. 関節リウマチのリハビリテーション治療と装具治療，酒井良忠，57 回日本リハビリテーション医学会学術集会，2020 

 
63. 関節リウマチのリハビリテーション診療，酒井良忠，第 64 回日本リウマチ学会総会・学術集会，2020 

 
64. 難病と就労 酒井良忠 2020 年度神戸市難病相談支援センター講演会 2020.3.25 神戸 WEB 

 
65. がんロコモ がんリハビリテーション診療におけるがんロコモ，酒井良忠，第 32 回日本運動器科学会，2021 
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（特別講演） 
66. 関節リウマチのリハビリテーション治療と装具治療，酒井良忠，第 58 回日本リハビリテーション医学会学術集会，2021 

 
67. がんロコモ－がん患者の運動器管理の重要性―，酒井良忠，令和 2 年度神戸大学整形外科同門会生涯教育研修会，2021 

 
68. がんロコモについて，酒井良忠，三島医療圏大倉山の会，2021 

 
69. 関節リウマチのリハビリテーション診療 酒井良忠 Pfizer RA Forum 2022 年 6 月 9 日（神戸） 
 
70. 関節リウマチのリハビリテーション診療) 酒井良忠 第 59 回日本リハビリテーション医学会学術集会（2022.6.23-25 横浜） 

 
71. 運動器系疾患のリハビリテーション 酒井良忠 2022 年度急性期病棟におけるリハビリテーション科医師研修会(2022.8.4-5 東京 WEB) 

 
72. 関節リウマチのリハビリテーション診療 酒井良忠 第 48 回横浜リウマチフォーラム 2022 年 9 月 29 日 

 
73. 関節リウマチのリハビリテーション診療 酒井良忠 Tokyo Conference for Neurorehabilitation and Neural Repair(TCN) 2022 年 10

月 13 日（東京） 
 
74. リハビリテーションを含む整形外科系疾患「骨粗鬆症骨折のリハビリテーション治療」 酒井良忠 第 42 回「神戸在宅医療塾」2022 年

10 月 19 日（神戸） 
 

75. リハビリテーション科医を活用した新たな地域連携、後方支援構想 酒井良忠 はり姫・特別講演会 2022 年 12 月 9 日（姫路） 
 

76. 関節リウマチのリハビリテーション診療 第 53 回日本リハビリテーション医学会北陸地方会学術集会 2023 年 3 月 4 日（金沢 WEB） 
 

77. がんリハビリテーション診療におけるがんロコモ-がん診療のニューフロンティア 第 78 回日本リハビリテーション医学会関東地方会学

術集会 2023 年 3 月 19 日 （東京） 
 

78. 運動機器系疾患のリハビリテーション診療 酒井良忠 2023 年度「急性期病棟におけるリハビリテーション医師研修会」 2023 年 8 月 5
～6 日（WEB） 

 
79. がんロコモとリハビリテーション診療 酒井良忠 リハビリテーション・ケア合同研究大会広島 2023 2023 年 10 月 26 日（広島） 

 
80. 関節リウマチのリハビリテーション診療 酒井良忠 近畿地区リウマチの治療とケア教育研修会 2023 年 10 月 29 日（奈良） 

 
81. がんロコモとがんリハビリテーション診療 酒井良忠 第 7 回日本リハビリテーション医学秋季学術集会 2023 年 11 月 3 日⁻2023 年 11

月 5 日（宮崎） 
 

82. リハビリテーション医が兵庫県の理学療法士に期待すること 酒井良忠 兵庫県理学療法士会講演会 2023 年 12 月 20 日（ZOOM） 
 

83. がんロコモ・炭酸ガス経皮吸収治療 酒井良忠 静岡リハビリテーション医学セミナー 2024 年 10 月 19 日（静岡） 
 
84. 関節リウマチのリハビリテーション診療 酒井良忠  令和 6 年度近畿地区リウマチの治療とケア教育研修会 2024 年 9 月 29 日（神戸） 

 
85. 関節リウマチにおけるロコモ・フレイル・サルコペニア 酒井良忠 田辺市・西牟婁群・日高医師会学術講演会 2024 年 7 月 6 日（和歌山） 
 
86. 関節リウマチのリハビリテーション診療 酒井良忠 第 44 回北河内リウマチ膠原病勉強会 2024 年 5 月 18 日（大阪） 

 
87.  がんリハビリテーション診療とチーム医療 酒井良忠 第 62 回日本リハビリテーション医学会学術集会 2025.6 （京都） 
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1. Effect of IL-1b and hyaruronic acid in fibroblast deruved from subacromial bursa.  Fujuta K, Sakai H, Sakai Y, Iwasaki Y, Mizuno 

K。44th Annual Meeting of Orthopedic research society 1997 
 
2. Intraarticular Bankart Procedure. Mizuno K, Fujita K, Sakai H, Sakai Y. 15th Annual Meeting of American Shoulder and Elbow 

Sugions 1998 
 
3. Evaluation of rotator cuff tears by Gd-DTPA enhanced MRI. Sakai H, Fujuta K, Sakai Y, Iwasaki Y, Mizuno K. 7th International 

Congress of Shoulder Surgery 1998 
 
4. Rotator cuff repair -Evaluation with a postoperative arthrography. Fujuta K, Sakai H, Sakai Y, Iwasaki Y, Mizuno K. 7th 

International Congress of Shoulder Surgery 1998 
 
5. Intraarticular Bankart Procedure. Mizuno K, Fujita K, Sakai H, Sakai Y, Iwasaki Y. 7th International Congress of Shoulder Surgery 

1998 
 
6. Magnetic resonanse arthrography after rotator cuff repair. Iwasaki Y, Fujuta K, Sakai H, Sakai Y, Mizuno K. 7th International 

Congress of Shoulder Surgery 1998 
 
7. MR imaging of the shoulder at the arm in abduction. Sakai Y, Fujuta K, Sakai H, Iwasaki Y, Mizuno K. 7th International Congress 

of Shoulder Surgery 1998 
 
8. Intraarticular Bankart repair for recurrent dislocation or subluxation of the shoulder. Mizuno K, Fujita K, Sakai H, Sakai Y. 

China-Japan Orthopedic Symposium 1998 
 
9. Intraarticular Bankart repair for recurrent dislocation or subluxation of the shoulder. Mizuno K, Fujita K, Sakai H, Sakai Y. Annual 

Meeting of Taiwan Orthopaedic Association 1998 
 
10. Intraarticular Bankart repair for recurrent dislocation or subluxation of the shoulder. Mizuno K, Fujita K, Sakai H, Sakai Y. 

Symposium and Practical Course on Shoulder Surgery 1998 
 
11. Intraarticular Bankart repair for recurrent dislocation of the shoulder. Mizuno K, Fujita K, Sakai H, Sakai Y. 7th Academic Meeting 

of Korean Shoulder and Elbow Surgery 1998 
 
12. Prostaglandin E2 Regulates the Expression of Basic Fibroblast Growth Factor in Cultured Normal Human Diploid Fibroblasts. 

Sakai Y, Fujita K, Sakai H, Saura R, Mizuno K. 47th Annual Meeting of Orthopaedic Research Society 2001 
 
13. The influence of the difference between waveforms, power and orientation of pulsed magnetic field on the collagen processing in 

pre-osteoblasts. Sakai Y, Patterson TE, Ibiwoye MO, Midura RJ, Grabiner MD, Zborowski M, Wolfman A. 49th Annual Meeting of 
Orthopaedic Resarch Society 2003 

 
14. Pulsed Electro-Magnetic Field-dependent Differences of Collagen Processing in Pre-osteoblasts. Patterson TE, Sakai Y, Ibiwoye MO, 

Midura RJ, Grabiner MD, Zborowski M, Wolfman A. IV World Congress of Biomechanics 2003 
 
15. In vivo longitudinal assessment of bone loss in a fibla osteotomy model using micro-computed tomography. Powell K, Latson L, 

Ibiwoye M, Wolfman A, Grabiner MD, Zborowski M, Sakai Y, Midura RJ. 50th Annual Meeting of Orthopaedic Research Society 
2004 
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16.  Pulsed electromagnetic fields enhance the rate of hard callus formation in fresh fibular fractures in the rat. Ibiwoye MO, Latson 

LA, Wolfman A, Powell KA, Grabiner MD, Zborowski M, Sakai Y, Patterson TE, Midura RJ. 5th Combined Meeting of Orthopaedic 
Research Society 2004 

 
17. Human hemarthrosis-derived cells can differentiate into osteoblasts. Niikura T, Miwa M, Sakai Y, Lee S, Kuroda R, Fujishiro T, 

Kubo S, Yoshiya S, Kurosaka M. 51st Annual Meeting of Orthopaedic Research Society 2005 
 
18. Human hemarthrosis-derived cells can differentiate into osteoblasts. Niikura T, Miwa M, Sakai Y, Lee SY, Kuroda R, Fujishiro T, 

Kubo S, Yoshiya S, Kurosaka M. 14th Triennial congress of Asia Pacific Orthopaedic Association 2005 
 
19. Exposure of mouse pre-osteoblast cells to pulsed electro-magnetic fields rapidly activates the mTOR signaling pathway. Patterson 

TE, Sakai Y, Ibiwoye MO, Midura RJ, Zborowski M, Grabiner MD, Wolfman A. 2nd joint meeting of Europian Calcified Tissue 
Society and the International Bone and Mineral Society 2005 

 
20. Anterior cruciate ligament injury-induced hemarthrosis of the knee as an alternative cell source for bone regeneration. Lee SY, 

Miwa M, Sakai Y, Kuroda R, Matsumoto T, Niikura T, Kurosaka M. 27th Annual Meeting of the American Society for Bone and 
Mineral Research 2005 

 
21. Intraarticular osteochondral fracture-induced hemarthrosis contains osteoprogenitor cells and can be a useful cell source for bone 

regeneration. Niikura T, Miwa M, Sakai Y, Lee SY, Kuroda R, Fujishiro T, Kubo S, Doita M, Kurosaka M. 27th Annual Meeting of the 
American Society for Bone and Mineral Research 2005 

 
22. Mesenchymal stem cells can be obtained from human ACL injury-induced hemarthrosis of the knee. Lee SY, Miwa M, Sakai Y, 

Kuroda R, Matsumoto T, Kurosaka M. 52nd Annual Meeting of Orthopaedic Research Society 2006  
 
23. Platelet-rich plasma with biodegradable gelatin hydrogel promotes rabbit meniscal tissue regeneration. Ishida K, Kuroda R, Miwa 

M, Sakai Y, Tabata Y, Akishige H, Kawamoto T, Sasaki K, Kurosaka M. 52nd Annual Meeting of Orthopaedic Research Society 2006 
 
24. DcR3 expressed in rheumatoid synovial fibroblasts protects the cells from Fas-induced apoptosis. Hayashi S, Miura Y, Nishiyama T, 

Shibanuma N, Hasuda K, Sakai Y, Kuroda R, Saura R, Kurosaka M. 52nd Annual Meeting of Orthopaedic Research Society 2006 
 
25. Effect of etidronate on COX-2 induction and prostagrandin E2 production by titanium stimulated macrophage-like cells in vitro. 

Suzuki Y, Nishiyama T, Shibanuma N, Hasuda K , Niikura T. Fujishiro T, Sakai Y, Saegusa Y, Kurosaka M. 52nd Annual Meeting of 
Orthopaedic Research Society 2006 

 
26. Platelet-rich plasma with biodegradable gelatin hydrogel promotes rabbit meniscal tissue regeneration. Ishida K, Kuroda R, Tabata 

Y, Hokugo A, Sasaki K, Miwa M, Sakai Y, Kurosaka M. 8th Annual Meeting of the Tissue Engineering Society International  2006 
 
27. Human fracture hematoma contains progenitor cells with multi-lineage capacity in vitro. Oe K, Miwa M, Sakai Y, Lee SY, Kuroda R, 

Kurosaka M. 53rd Annual Meeting of Orhopaedic Research Society 2007 
 
28. Nondestructive evaluation of cell numbers in bone marrow stromal cells / biodegradable scaffold composites using ultrasound. Oe K, 

Miwa M, Nagamune K, Sakai Y, Lee SY, Iwakura T, Hasegawa T, Kuroda R, Shibanuma N, Hata Y, Kurosaka M. 53rd Annual 
Meeting of Orhopaedic Research Society 2007 
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29. Analysis of DcR3 function in cartilage tissues of patients with osteoarthritis. Hayashi S, Nishiyama T, Miura Y, Sakai Y, Suzuki Y, 

Hasuda K, Tateishi K, Hashimoto S, Kuroda R, Kurosaka M. 53rd Annual Meeting of Orhopaedic Research Society 2007 
 
30. Nondestructive Evaluation of Cell Numbers in Bone Marrow Stromal Cells / Biodegradable Scaffold Composites Using Ultrasound. 

Oe K, Miwa M, Nagamune K, Sakai Y, Lee SY, Iwakura T, Hasegawa T, Kuroda R, Shibanuma N, Hata Y, Kurosaka M. 29th Annual 
Meeting of the American Society for Bone and Mineral Research 2007 

 
31. Nondestructive evaluation of cell numbers in bone marrow stromal cells biodegradable scaffold composites using ultrasound. Oe K, 

Miwa M, Nagamune K, Sakai Y, Kuroda R, Hasegawa T, Iwakura T, Shibanuma N, Hata Y, Kurosaka M. 29th Annual Meeting of the 
American Society for Bone and Mineral Research 2007 

 
32. DcR3 expression is increased in the macrophages that are differentiated from THP-1 monocytes and form cell aggregates. Tateishi K, 

Miura Y, Hayashi S, Sakai Y, Kurosaka M. 54th Annual Meeting of Orthopaedic Research Society 2008 
 
33. Human Hypertrophic Nonunion Tissue Contains Progenitor Cells With Multi-lineage Capacity in vitro. Iwakura T, Miwa M, Sakai Y, 

Niikura T, Oe K, Hasegawa T, Kurosaka M. 54th Annual Meeting of Orthopaedic Research Society 2008 
 
34. Osteogenic activities of human fracture haematoma-derived progenitor cells are Stimulated by low intensity pulsed ultrasound in 

vitro. Niikura T, Hasegawa T, Miwa M, Sakai Y, Oe K, Iwakura T, Koh A, Kurosaka M. 55th Annual Meeting of Otrhopaedic Research 
Society 2009 

 
35. The serum level of undercarboxylated osteocalcin (ucOC) in patients with rheumatoid arthritis – a high dose of predonisolone 

decrease the serum level of ucOC. Sakai Y, Hashiramoto A, Hashimoto T, Kawasakai Y, Tanaka C, Shiozawa S. 74th Annual 
Scientific Meeting American College of Rheumatology 2010 

 
36. The evidence for the Bohr effect in the human body using a novel system for transcutaneous application of CO2. Sakai Y, Miwa M, 

Oe K, Niikura T, Lee SY, Koh A, Iwakura T, Kurosaka M. 56th Annual Meeting of Orthopaedic Research Society 2011 
 
37. The Effect of Transcutaneous Application of Carbon Dioxide (CO2) on Skeletal Muscle. Oe K, Miwa M, Sakai Y, Niikura T, Lee SY, 

Koh A, Koga T, Dogaki Y, Kurosaka M. 56th Annual Meeting of Orthopaedic Research Society 2011 
 
38. Foot age estimation for fall-prevention using sole pressure by fuzzy logic. Takeda T, Sakai Y, Kuramoto K, Kobashi S, Ishikawa T, 

Hata Y. 2011 IEEE International Conference on Systems, Man and Cybernetics 2011 
 
39. Effect of Adalimumab on the serum level of undercarboxylated osteocalcin (ucOC), bone biochemical markers and bone mineral 
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